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《必要なもの》

登録の更新

 更新申請書【様式4】

 手数料 ９，０００円

 業務の実施の方法【様式第1別記】

 申請者及び事業所の統括者が法第１２条第１項第１号から

第７号の２までに該当しないことを示す書類

※その他の書類は新規登録時から変更がなければ省略可能（図面など）

登録の更新･･･５年ごと

販 貸

法第13条



◆ 動物販売業者、動物貸出し業者について、契約に当た
り、あらかじめ当該動物の特性及び状態に関する情報
を顧客に対して説明等を行わなければならない。

◆ 販売業者は、その事業所であらかじめ現物確認と
対面により文書等を交付し、顧客の署名等による確認
を行うこと。

無理解な飼養等の未然防止！

※第一種動物取扱業への販売時に
は、現物確認・対面説明は不要

ウェブチャット、ムービー等
は不可

販売（貸出）する際の説明
法第21条の4

施行規則第8条 他



①品種等の名称

②性成熟時の標準体重、標準体長その他の体の大きさに係る情報

③平均寿命その他の飼養期間に係る情報

④飼養又は保管に適した飼養施設の構造及び規模

⑤適切な給餌及び給水の方法

⑥適切な運動及び休養の方法

⑦主な人と動物の共通感染症その他当該動物がかかるおそれの高い疾病の

種類及びその予防方法

⑧不妊又は去勢の措置の方法及びその費用（哺乳類に属する動物に限る。）

⑨みだりな繁殖を制限するための措置

（不妊又は去勢の措置を不可逆的な方法により実施している場合を除く。）

⑩遺棄の禁止その他当該動物に係る関係法令の規定による規制の内容

第一種動物取扱業に対しては、
必要に応じて説明すればよい（①以外）

販売者の説明すべき事項（18項目） 施行規則第８条



⑪性別の判定結果

⑫生年月日

（輸入等をされた動物であって、生年月日が明らかでない場合にあっては、
推定される生年月日及び輸入年月日等）

⑬不妊又は去勢の措置の実施状況（哺乳類に属する動物に限る。）

⑭繁殖を行った者の氏名又は名称及び登録番号又は所在地

（不明な場合は、輸出者、譲渡した者）

⑮所有者の氏名

（自己の所有しない動物を販売しようとする場合に限る。）

⑯当該動物の病歴、ワクチンの接種状況等

⑰当該動物の親及び同腹子に係る遺伝性疾患の発生状況

（哺乳類に属する動物に限り、かつ、関係者からの聴取り等によっても知る

ことが困難であるものを除く。）

⑱当該動物の適正な飼養又は保管に必要な事項

販売者の説明すべき事項（18項目）



幼齢の犬猫の販売等の制限

出生後５６日を経過しない犬猫の販売等は禁止

ただし、天然記念物として指定された犬（指定
犬）については出生後49日

＜指定犬＞
秋田犬、甲斐犬、紀州犬、柴犬、北海道犬、四国犬

第22条の5

販売、販売用としての引渡し、展示



環境省 中央環境審議会動物愛護部会 資料より



環境省 中央環境審議会動物愛護部会 資料より



毎年、前年度分の報告を

５月３０日までに

管轄の厚生センター・支所

富山市保健所へ届出

犬猫：個体ごと

犬猫以外の哺乳類

鳥類

爬虫類

販

動物販売業者の定期報告 施行規則第10条の2

対象動物

品種ごと

貸 展 譲
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富山県の犬猫の引取り頭数の推移
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令和５年度
犬引取り：63頭
猫引取り：273頭
殺処分率：10%

引取り頭数＝保護頭数（犬のみ）＋引取り頭数＋負傷動物収容頭数

殺処分率＝殺処分数÷引取り頭数×100



富山県の犬猫引取り頭数内訳（R５）

所有者不明＝保護頭数（犬のみ）＋拾得者から＋負傷動物収容頭数
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富山県の犬猫の返還・譲渡頭数の推移

返還・譲渡率＝犬猫返還・譲渡頭数÷犬猫引取り頭数×100
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富山県の犬猫の返還頭数の推移
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返還率＝犬猫返還頭数÷犬猫引取り頭数×100
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富山県の犬猫殺処分頭数の推移
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とやま動物愛護ホームページ

https://www.pref.toyama.jp/1207/kurashi/seikatsu/seikatsu/doubutsuaigo/index.html
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狂犬病について



狂犬病とは

病原体：狂犬病ウイルス（ラブドウイルス科）による感染症

感受性動物：全ての哺乳類（動物由来感染症）

感染経路：罹患動物（アジアでは主にイヌ）に咬まれた部位

から唾液に含まれるウイルスが侵入

潜伏期間：ヒト １～３ヵ月程度

イヌ ２週間～２ヶ月程度

症状：咬傷部の知覚過敏、風邪様症状からはじまり、

恐水症、恐風症等の神経症状を示し、約10日前後で死亡

致死率：100％

治療と予防：有効な治療法はない

ワクチン接種による予防



狂犬病予防法

＜目的＞
狂犬病の発生を予防し、そのまん延を防止し、及びこれを
撲滅することにより
公衆衛生の向上及び公共の福祉の増進を図ること。

・犬の登録
・予防注射
・鑑札・注射済票の装着

・犬の抑留
・狂犬病発生時の対応

＜適用範囲＞
・犬
・猫、あらいぐま、きつね、スカンク（輸出入検疫、発生時の措置等）

輸出入検疫

飼い主
都道府県

国

http://3.bp.blogspot.com/-NTffizXGRJs/UxbLkZ_KsbI/AAAAAAAAeA0/EV4XDikEzw0/s800/pet_inu_chuusya.png
http://4.bp.blogspot.com/-fjK7rK61-pA/VCkbbdF4qEI/AAAAAAAAnG0/yEERnv07oqg/s800/dog_Border_Collie.png
http://2.bp.blogspot.com/-9CY7oOnFqsg/Uvy5x_SdKnI/AAAAAAAAdps/OFooMqphJ2E/s800/cat_scottish_fold.png
http://3.bp.blogspot.com/-uWYjnETaioM/UX-OQn7NpNI/AAAAAAAAQ2Q/vsVDK8p2vYk/s1600/animal_araiguma.png
http://2.bp.blogspot.com/-RCvsOzx_kYU/UT10D5p3iUI/AAAAAAAAOqw/RzYLUmoYx80/s1600/animal_fox.png
http://2.bp.blogspot.com/-GJZQcBYRkr0/VCOJnU_ZxjI/AAAAAAAAmz4/G8VoH9xbNA8/s800/animal_skunk.png


狂犬病の発生状況

日本では1957年以降、発生はない

清浄地域はイギリス、オーストラリアなど一部のみ

多くが発生地域：年間の死亡者数推計 59,000人

動物（猫）での国内感染症例



狂犬病の発生状況

年間死亡者数推計 59,000人
（アジア：35,000人、アフリカ：21,000人）



狂犬病予防対策の必要性

飼い主等への啓発活動

国内発生時の体制整備

対策が必要

過去の病気
でしょ？

犬の頭数 予防注射頭数 注射率

登録頭数 6,067,716 4,299,587 70.9%

推計値※ 6,843,837 4,299,587 62.8%

※ペットフード協会調べ日本には無いから
大丈夫

狂犬病が発生したときに、備えは万全か？

ワクチン接種率７０％が、ウイルスの
まん延を防止できる目安（ＷＨＯガイドライン）



飼い主の三大義務

●犬の登録

●毎年１回の狂犬病予防注射の接種

●鑑札、注射済票の装着

飼い主の方へ、十分にお伝え願います。

発生時に備えて、どこに何匹の犬がいるかを把握し、的確
な措置を講じることで発生拡大を防止する。

狂犬病の侵入時に蔓延を回避し、人への被害を小さくする。
飼い犬及び飼い主のリスクを小さくする。

登録犬・予防注射済犬かどうかを人目で識別できる。



県の動物同行避難訓練について



富山県総合防災訓練（動物同行避難訓練）

令和6年9月29日（日）
黒部市石田公民館
スターターキットを使用した飼い主の自助・共助を促す
訓練を実施

スターターキットとは
：避難者自身が避難所でペットの受入体制を整えること
ができるような取組み。
令和6年2月の「ペットの災害対策研修会」にてNPO法

人アナイス平井潤子先生の講演の中で紹介いただいた内
容を参考に作成。



地域防災計画
◆富山県地域防災計画（一部抜粋）

・避難所における家庭動物の収容及び適正な飼養
飼い主とともに避難所に避難した家庭動物については、市町村は、「富山県動
物同行避難所等運営マニュアル」に基づき、避難所の隣接地にその動物の収容所
を設置するなど、できる限り避難場所での収容を可能とするよう努める。
市町村は、必要に応じ、指定避難所における家庭動物のための避難スペースの

確保等に努めるとともに、獣医師会や動物取扱業者等から必要な支援が受けられ
るよう、連携に努めるものとする。
また、県は、動物の収容所を設置する市町村及び動物愛護団体等と協力して、
飼い主とともに避難した家庭動物について適正な飼養の指導を行うなど、動物の
愛護及び環境衛生の維持に努める。

参考



動物同行避難所等運営マニュアル
◆富山県動物同行避難所等運営マニュアル（一部抜粋）
・ペット飼育場所の検討
（１）避難者の居室と隔離した場所
（２）避難者の動線と重ならない場所
（３）臭いや鳴き声が避難者の居室に届かない場所
（４）屋外に設置する場合は、日照・風雨を避けるためテントやブルーシー
ト等が設置できる場所
（５）犬や猫、小動物等は、動物種ごとに分けた飼育場所とする。

・受入手順
（１） ペットの届出
（２） 受入簿の作成
（３） ペットの状況による区分け
（４） 避難所以外でペットを飼育する避難者への対応

・避難所でのペットの管理
避難所でのペットの飼育管理は、飼い主の責任で行います。飼い主に避難所
におけるペットの飼育ルールを周知徹底し、トラブル発生防止に努めます。
避難所生活が長期化する場合には、ペットの飼育管理をスムーズに行うこと
ができるよう、飼い主相互が協力して飼育場所の衛生管理やペットの適正な
飼育を行うように促します。

参考



参考

とやま動物愛護ホームページ（富山県）

http://www.pref.toyama.jp/sections/1207/doubutsuaigo/index.html

富山県動物管理センターInstagram

https://www.instagram.com/toyama_doubutsuaigo/

公益社団法人 富山県獣医師会ホームページ

http://www.toyamavet.or.jp/

「動物の愛護と適切な管理」環境省
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/

富山県動物同行避難所等運営マニュアル

https://www.pref.toyama.jp/documents/12106/saigai.pdf

https://www.instagram.com/toyama_doubutsuaigo/


ご清聴ありがとうございました。

県の動物愛護行政
について


